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富山市呉羽丘陵のサンショウウオ(Hynobimsp.)について（予報r

ルイ部久ﾘ）

1‘;､ainiifv､j』:文化センター

Apreliminarynoteonasalamander[Hynobiussp.)foundinKurehahill

ToyamaCity,ToyamaPrefecture,Japan

llisaoNambu

TovamaScienceMuseum

InearlvAprilof1981,severalpairsofeggsacswerefoundinasmallstillpondin

Kurehahill,TovamaCitv.Theemsacsweretransparent,spiral,ribbon-likeandfurnished

withacharacteristicpatternonthesurface.Ilynobiidspecieswhoseeggsacsbearthese

charactershavenotbeendescribedinTovamaPrefecture.Atotalof26pairsofeggsacs,

over-winteredlarvaeandanadult(female)werefoundinthesurvey.

Inthepresentnote,apreliminarydescriptionofthespecimensandecologicalcii℃um‐

stancesofthespawningpondaregiven.

従米，富山県内に知られていたサンショウ

ウオ航は，クロサンショウウオ、ヒダサンシ

ョウウオ，ハコネサンショウウオの三棚で．あ

る（田t,1979i。しかしながら，桝:稀は1981

年4月，富山市の呉羽丘陵において，透'1ﾉ)で

,i,状の卵愛をもつ静水産卵剛のサンショウウ

オが生Jfi､することを確認した。M山ﾘ!.の'.'.]辺

でこのようなり'1挺をもつサンショウウオは，

蚊近,H)l|県羽'咋市，七尾:iiおよびiド州ⅢIで

航認されたアベサンショウウオCSm,1978,

1979）と，東北日本一冊に広く分4jし,H*

海側の南限が新潟県西頚城郡青柳川と考えら

れているトウホクサンショウウオ(岩沢，1979》

の二柿である。特に、前者はイi川ﾘ,↓で陥泌さ

れる以前は，確実な産地は京郁府の)1．後地ﾉﾉ

だけと考えられていた（中村・‐1..Wf，1963)．

また，松井・松井1980)はトウホクサンシ

ョウウオと同定するには問題の残るサンショ

ウウオが長劉県n馬村に生息することを報'I-.
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している。

今回呉羽丘陵で発見されたサンショ今回呉羽丘陵で発見されたサンショウウオ

の分航学的位置については，イ11:られた標本の

個体数が少なく今後の検討課題である。本報

告においては，このサンショウウオの産卵状

況，生,ft.環境および得られた概水について予

靴的に報告する。

本標本についてi'i"重な御意兇をいただいた

京都大学松井正文博士，イI川ﾘ,↓のアベサンシ

ョウウオに関する文献について御教7T<いただ

いたイI川県教fl委員会’1:lrl崎光二氏、1曲(柚を御

校閲下さった園山人'7:小ﾉ.雌T足敬授に深く謝
_．f〃z÷．‐員1宝一半ヲ

,巳､ゼェ蓮9つ。

調査地点と方法

呉小11刊凌は，富山市の西部に位慨し、敢高

牒高が城山の145,3m,III陵かNE～swに延

びる良さ約6.Skinの細隆い皿陵で､ある(Fig.l:

Plate1A)｡丘陵全域には，枇林されたスギ林，
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Fig.1．IndexmapshowingKurehahillandfind-

ingpointofH¥ﾉ"(ﾉ加鮒sp･

モウ､ノウチク林，放棄された畑およびコナラ．

アカマツなどの二次林がみられる。また,li

l凌の西側は東側に比べ緩斜111!で､，畑地，果樹

1*1,茶畑等に利用されている（大Illら,1980)。

調査地点は，城山の南西約2kmに位慨する

標高95rnの沢の源にある小さな池である(Plate

1B,C)。沢の源流部の湿地はヨシ原，右

斜Ifllはコナラ林，モウソウチク林，左斜Ⅲの

上部は芝生広場，背後は茶畑と荒地である

(Fig.2)。

現地訓盃は残雪のある1981年4Jl1日に行

い，池の状態や本調査で発見されたサンショ

ウウオの産卵状況を記録した。また，池の状

態の季節的な変化を知るため，以後12川まで

3胆|，水i｣HL.水深などをill定した。認められ

たり'1錐は，現地で長さ,Ipfliを計#1し，含まれ

る卵数を記録し，卵の発生段階(St.）を沢

m(1947)のトウホクサンショウウオの発生

段階図に従って記戦した。さらにﾘH1対を

採集し，研究室において10％ホルマリンでIl'il

定し実体Mn徴鏡下で卵径を計測するとともに

卵拠外皮を観察した。確認した幼生のうち2

個体を定棚器(約10℃）中で飼育し，変態時期

を観察した。また得られた成休mi
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Fiど．2.HabitatofHynobiussp.

A:Secondaryforest(Q"どﾉて･"ss(ﾘ儒加敵ノ

andbambooforest御ﾊ/Ikﾉざ内7〔．hvs

ル"cﾉー"ｼ〔伽ノ

B:Teaplantation

C:Wasteland

D:Lawn

E;Tallgrassflｺ/"､g""tesco"""""〃

X:Locationofthebreedingpond

Fig．3．Breedingpondandlocationofegg

sacs(April1,1981)

1:Apairofeggsacs

2:Stemof〃"､g""んs（･(）"""〃〃js

3:PI"てig""tescoが""""/sandother

graminecousplants

4:Mosses

5:Springpoinl

体もIn｣様に飼育し、松井(1979)の方法に従

い体の各部の計測を行った。なお，得られた

牒本は富山市科学文化センターに収1髄してあ

る。

結果

m蕊が発見された池は，一辺が約3mの三

角形で，二カ所から柳水が出るが池内に顕著

な流れはない。底質は泥で，水底には然葉か

堆械し，ヨシなどのイネ科柚物が生育する。



揃山巾産サンショウウオ

対のそれぞれの卵愛中の卵数の差は，それぞ

れ36-51PI(平均43.0,N＝10)，1－5（平均

2.5,N=10);43-72個（平均61.8,N=10),

03平均1.4,N=10);26-123個(平均

84.1,N=40),0-24(平均8.8,N=40);

43-66個（平均51.3,N=4),1-18(平均

8.8,N=4)である（松井・松井1980以

外の計測値は各報告の記載より本著者か計算

したものである）。このように呉羽丘陵のサン

ショウウオの一mm数は，羽咋ll｣千路町産の

ものに近く，他のいずれよりも高い値を示す。

また,10%ホルマリン浸の卵(St.111は動

物極か暗褐色,m物種が蛍白色で卯径は2.5-

2.9mm(平均2.7mm,N=10)Vあった。

卵製が発兇された池には，前年の春にﾘpf化

したと思われるSt､64前後の幼生か多数生息

していた。定Imi.器（約10℃）内で飼育した幼

生211古1体は,101!9日頃に変態を完了した。

また，池には遅れて産卵に来たと思われる，

ｲﾃ骨の泌||||した成体（早）1佃体が認められ

た'Plate1F)。採集時の体色は，背面が暗

褐色で,111"!から尾部にかけ略色斑が存在する”

HUIlilには，青白色の小斑点が密に分布し，こ

のような斑点は体側およびFl肢の表llilの一部

にも広がる。肋条数はIﾙ,1側Knで12本，前後肢

を側面で伸長した場合,pllj肢の先端は接する。

後肢の第5肌はイ3が退化し,左か退化的である≦

鋤口蓋歯列はv'i':剛である。体の各部の計測

仙はTable1にす。

水辺は卿知がおおう(Fig.3)。周辺にはス

ギ，キリ，ホウノキなどが生育し，夏期，池

はヨシやミゾソバ等におおわれる。池周辺

の気温（℃），池の水温（℃）および水深(cm)

は,1981年4月1B(11.5;9．8:15),8月12

EI(27.8;15.2;9),10月2日(24.5;15.4;8),

12月9日(6.0;10.0;10)で．水は枯描するこ

となく，夏期の水温も約15℃と安定している”

また，水中にはミズムシ，ヒル，トラフトン

ボのヤゴ等が生,u,する。

発見された卯批は26対で，直傑7～15mmの

ヨシの茎に17対(PlateIE),水辺の鮮瀬の

根元に7対(PlateID),ヨシの菜鞘．直径

2nⅡⅡのイネ科柚物の茎，泥中にそれぞれ1対

産みつけられていた。卵謹の付着端の水辺か

らの位置は．25対は15cm以内,1対が20cmの

所で，その水深は1～5cmか24対,2対がl心

-llCHIであった。卵嚢の長さとIffflは発生段階

によって異なるが，それぞれの蚊小一爺大は

7(St・10）-22(･''1（St、34)，1．0（St，10〉

-1.6cm(St.34)であった。卵批は無色透明

で1.5～2回巻いているものが多い。10％ホル

マリン浸の卵拠外皮には，不規則な横雛がみ

られるだけで，アベサンショウウオとトウホ

クサンショウウオにみられる縦条(佐藤,1943〉

は認められない。現地調査の4月1日に観察

された卵嚢中に含まれる卵の発生段階は，

St・10～13が13対,St.18が2対,St.24～25か

5対,St,30～34が6吋であった。

1対の卵誕中の卵数（一眼卵数)，1卵誕

にI'の卵数および1対のそれぞれの卵嚢『I'の騨

数の差は，それぞれ43-115PI(平均87.9,N

=26),21-59*1(平均44.0,N=52),0-

18(平均5.4,N=26)であった。山形県念珠関

産トウホクサンショウウオ，京郁府丹後地方

のアベサンショウウオ（佐藤,1943),石川県

羽咋市千路町のアベサンショウウオ（竹田，

1979)および長野県白馬村産のサンショウウ

オ（松井・松井，1980）の一腹卵数および1

Table1・Measurements(inmmandg)ofafrsh

specimenofKurehahill(TotL=total

length;SVL=snoutventlength;HL=

headlength;MW=headwidth;BW=

bodyweightandinparenthesesjustaftei

thecollection).

１
Ｊ
ワ
ー

Sex

Maturi

Ad

TotLSVLTailLHLHWBW

79.248.831.511.810.02.65(4.50
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考察

今N発兄されたサンショウウオは，その地

理的分布や形態によ')，佐藤（1943）による

トウホクサンショウウオ群（アベサンショウ

ウオ，｜､ウホクサンショウウオ，クロサンシ

ョウウオ，サドサンショウウオ）の一価と必・

えられる。しかし,得られたm体数が少な<,

その正碓なI..-1定は性l難である。標本を観察m

いた松井正文博士によると，呉小I丘陵で得られ

た標本は，京郁産のアベサンショウウオと災

なる点か多く，また新i則り,↓，栃木県および秋

田県産のトウホクサンショウウオとも異なる

(私信)。このように，今山崎山市呉羽丘陵で

発見されたサンショウウオについては，今後

さらに各地の裸本と比較柚制し，分類学的位

置を明らかにする必要がある。

近年，日本産の小型のサンショウウオ，特

に低地性のカスミサンショウウオ，トウキョ

ウサンショウウオおよびアベサンショウウオ

の生息環塊が悪化し，特に都市部周辺で著し

いことが指ｲimされている(松井，1981；大批

1981)。松井はカスミサンショウウオ，アベサ

ンショウウオについて，その秋極的な保i護策

と同時に．そのjl舎撚となる生態調査か必要で

あると述べている。同様に高山市の呉羽丘|唆

のサンショウウオについても〃曾礎的な調査か

必要と考えられる。
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Pla“1

A:ViewofKurehahillfromNishinakano-machi,

TovamaCitv

B:Habitatofthepresentspecimens(Hynob"耐

sp.)

C;Breedingpondofthepresentspecimens(Hyno-

〃"ssp.）

D:EggsacsadheredtotherootofMosses

E;Apairofeggsacsadheredtothestemol

〃ﾉ"灯哩"7"“〔､0"7""""S

F:Ventralviewofanadult(femal)aftertheco-

llectioninthebreedingpoint

AwaspicturedJanuary18.1982.

B-FwerepicturedApril1,1981.
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